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＜第１章 わさび二次苗生産の基本方針＞
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＜第２章 夜間照明の前提条件＞
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＜第３章 参考資料＞





－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

実証試験①：夜間LED照明がワサビの二次苗採取数に及ぼす影響

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

１ 目的 ワサビの栄養繁殖性品種では、メリクロン苗を親株として土耕育苗し、発生した分けつ茎を順

次採取した二次苗を定植苗とするが、増殖率が低い。ここでは、LEDによる夜間照明が、主要な現地栽培

系統の二次苗採取数に及ぼす影響を検討する。

２ 方法

(1) 試験場所 施設Ａ（静岡市有東木、標高920m、プラスチックハウス、ベンチ育苗）

施設Ｂ（河津町沢田、標高60m、プラスチックハウス、土耕育苗）

(2) 供試品種 施設Ａ：「鬼緑」、現地品種Ａ１、Ａ２

施設Ｂ：「鬼緑」、現地品種Ｂ１、Ｂ２

(3) 試験構成 試験区（夜間LED照明あり）、対照区（夜間照明なし）の２区を設定。

(4) 試験規模 １区50株反復なし

(5) 試験方法〈施設Ａ〉2019年10月４日にＡ１、10月６日に「鬼緑」、Ａ２のメリクロン苗を６号ポリポ

ットに定植し、ハウス内ベンチ上で育苗を開始した。定植後の11月13日に「鬼緑」、11月20日にＡ１、

11月22日にＡ２のすべての親株の頂芽を彫刻刀様器具で破砕して摘心した。10月29日に、試験区にLED

電球（パナソニックLDA7L-H/E/W/2、60W形相当、電球色）をベンチ上１ｍの高さに50cｍ間隔で設置し、

夜間照明を開始した。LED電球は15時から22時と２時から８時まで毎日点灯した。冬期夜間は暖房によ

り室内気温を２℃以上に維持した。二次苗として基部径約１cmに成長した分けつ茎を2020年１月10日

～７月12日に６回採取し、同時に発生した花茎を採取した。

〈施設Ｂ〉2019年10月24日にＢ１とＢ２、11月7日に「鬼緑」のメリクロン苗を20cm間隔でハウス内ほ場

に定植し、育苗を開始した。11月14日に、試験区にLED電球を地上１ｍの高さに50cm間隔で設置し、夜

間照明を開始した。LED電球の機種、点灯時間は施設Ａと同じとした。定植後の12月３日に「鬼緑」と

Ｂ１、12月７日にＢ２のすべての親株の頂芽を専用破砕器で破砕して摘心した。冬期は暖房せずに室

内気温はなりゆきとした。二次苗として基部径約１cmに成長した分けつ茎を2020年２月３日～７月18

日に６～７回採取した。

(6) 試験期間 2019年10月４日～2020年７月18日

(7) 調査項目 二次苗採取数、花茎採取数

３ 結果の概要

[前年度までの結果]「鬼緑」では採取３～５回次に夜間LED照明が夜間白熱灯よりも多かった。

[本年度の結果]

(1) 夜間LED照明のピーク波長は452nmと612nmであり、光合成光量子束密度は5.9±1.1μmol m-2s-1であっ

た（データ省略）。

(2) 二次苗の累積採取数の推移は、「鬼緑」（静岡市、河津町）、Ａ１、Ｂ２では、夜間LED照明区と夜間

照明なし区で同様であった。Ｂ１では、夜間LED照明区が夜間照明なし区よりも採取本数が早期に増加す

る傾向がみられ、Ａ２では、夜間LED照明区が夜間照明なし区よりも多い傾向がみられた（図１、図２）。

(3) 二次苗の最終累積採取数は、「鬼緑」（河津町）が夜間LED照明区と夜間照明なし区でいずれも7.3本/

株でもっとも少なく、「鬼緑」（静岡市）がそれぞれ8.4本/株、7.9本/株であり、Ｂ２がそれぞれ22.5

本/株、20.9本/株ともっとも多く、試験地、品種によって異なる傾向がみられた（表１）。

(4) 二次苗の最終累積採取数における夜間LED照明区と夜間照明なし区の比は、「鬼緑」（静岡市、河津町）、

Ａ１、Ｂ１、Ｂ２が1.0～1.1と小さく、Ａ２が1.3と大きく、夜間LED照明の影響は品種によって異なる

傾向がみられた（表１）。

(5) 花茎の累積採取数の推移、最終累積採取数における夜間LED照明区と夜間照明なし区の比は、品種によ

って異なる傾向がみられた（図１、表１）。
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４ 結果の要約

夜間LED照明によるワサビの二次苗生産において、二次苗採取数は品種によって増加する傾向がみられた。

また、同じ品種でも試験地によって二次苗採取数が異なる傾向がみられた。

図１ 夜間LED照明による二次苗および花茎の累積採取数の推移（静岡市）

図２ 夜間LED照明による二次苗の累積採取数の推移（河津町）

表１ 夜間LED照明による二次苗の最終累積採取数

夜間LED
照明区
（ａ）

夜間照明
なし区
（ｂ）

ａ／ｂ
夜間LED
照明区
（c）

夜間照明
なし区
（d）

c／d

静岡市 鬼緑 7月12日 8.4 7.9 1.1 1.9 1.8 1.1

Ａ１ 6月12日 8.0 7.4 1.1 1.9 2.3 0.8

Ａ２ 7月12日 9.6 7.6 1.3 1.7 1.0 1.7

河津町 鬼緑 7月18日 7.3 7.3 1.0    ND
z

    ND
z

 ND
z

Ｂ１ 7月18日 9.3 9.5 1.0     ND     ND   ND

Ｂ２ 7月18日 22.5    20.9 1.1     ND     ND   ND
z　NDは未調査のためデータなし

試験地 品種 最終採取日
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－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

実証試験②：育苗時の夜間LED照明がワサビ二次苗のわさび田定植後の活着に及ぼす影響

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

１ 目的

ワサビの栄養繁殖性品種では、メリクロン苗を親株として土耕育苗し、発生した分けつ茎を順

次採取した二次苗を定植苗とする。ここでは、品種、育苗時の夜間LED照明、わさび田定植前の発

根処理が二次苗定植後の活着に及ぼす影響について検討する。

２ 方法

(1) 試験場所 育苗施設：河津町沢田、標高60ｍ、プラスチックハウス、土耕育苗

わさび田：棚場試験地伊豆市吉奈、標高340ｍ

(2) 供試品種 「鬼緑」、現地品種Ｂ１、Ｂ２

(3) 試験構成 育苗時夜間照明あり、なしと、定植前発根処理あり、なしを組み合せた４処理区

を設定。

(4) 試験規模 １区10本３反復

(5) 試験方法 2019年10月24日（Ｂ１、Ｂ２）、11月7日（「鬼緑」）にメリクロン苗を20cm間隔

でハウス内ほ場に定植し、育苗を開始した。11月14日に、試験区にLED電球（パナソニック

LDA7L-H/E/W/2、60W形相当、電球色）を地上１ｍの高さに50cｍ間隔で設置し、夜間照明を開

始した。LED電球は15時から22時と２時から８時まで毎日点灯した。11月下旬にすべての親株

の頂芽を棒状の金属製専用工具（自作）で破砕して摘心した。冬期は暖房せずに室内気温は

なりゆきとした。二次苗として、基部径約１cmに成長した分けつ茎を2020年２月下旬に採取

し、10本１束に結束して発泡スチロール箱に入れ、５℃冷蔵庫で保存した。４月15日に定植

前発根処理なし区をわさび田に定植し、発根処理あり区をコンテナに立てて並べて、二次苗

の基部が浸かるようにわさび田流水に２週間浸漬（図１、図２）。４月29日に発根した発根

処理あり区をわさび田に定植。それぞれ定植１か月後の欠株数から活着率を調査。

(6) 試験期間 2019年10月24日～2020年６月29日

(7) 調査項目 定植１か月後の活着率

３ 結果の概要

[前年度までの結果] （前課題）二次苗は、冷蔵終了時に発根程度２未満であっても、順化中の発

根が多ければ、定植後の活着が可能であった。

[本年度の結果]

(1) ５℃保存終了時の発根程度は、いずれの処理区も０であった（データ省略）。

(2) 定植前発根処理した二次苗の発根程度は、品種の違いと育苗時夜間照明の有無で、それぞれ

有意性がみられた（表１）。

(3) 定植１か月後の活着率は、「鬼緑」ではいずれの処理区も100％で、Ｂ１では93.3～100％で

あり、Ｂ２では90.0～100％であった。品種による有意差はなかった（表２）。

(4) 定植１か月後の活着率は、育苗時夜間照明の有無による差はなかった。発根処理あり区は

99.5％と発根処理なし区の95.6％より高かく、発根処理の影響がみられたが、差は3.9％と小さ

かった（表２）。
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表１ 夜間 LED 照明により育苗した二次苗の

わさび田流水浸漬２週間後の発根程度

４ 結果の要約

ワサビ二次苗の定植後の活着において、育苗時夜間LED照明の影響はなく、すべての処理区でわ

さび田定植後に活着がみられた。

表２ 夜間 LED 照明により育苗したワサビ二次苗の

わさび田定植１か月後の活着率

図１ わさび田流水浸漬による

二次苗発根処理

図２ わさび田流水浸漬２週間後の

二次苗の発根状況

品種
育苗時

夜間照明
鬼緑 あり 3.2

なし 3.2
Ｂ１ あり 3.1

なし 2.3
Ｂ２ あり 3.3

なし 2.7
平均 品種 鬼緑 3.2

Ｂ１ 2.7
Ｂ２ 3.0

育苗時夜間照明 あり 3.2
なし 2.7

有意性
z 品種(Ｖ)

育苗時夜間照明(Ｌ)
Ｖ×Ｌ

z 分散分析により*は５％水準、*は１％水準で有意差あり

発根程度

*

**
**

品種
育苗時

夜間照明
定植前

発根処理
鬼緑 あり あり 100

なし 100
なし あり 100

なし 100
Ｂ１ あり あり 100

なし 96.7
なし あり 100

なし 93.3
Ｂ２ あり あり 96.7

なし 90.0
なし あり 100

なし 93.3
平均 品種 鬼緑 100

Ｂ１ 97.5
Ｂ２ 95.0

育苗時夜間照明 あり 97.2
なし 97.8

定植前発根処理 あり 99.5
なし 95.6

有意性
z 品種(Ｖ)

育苗時夜間照明(Ｌ)
定植前発根処理(Ｒ)
Ｖ×Ｌ
Ｌ×Ｒ
Ｖ×Ｒ

z 分散分析により*は５％水準で有意差あり、n.s.は有意差なし

n.s.

*
n.s.
n.s.

定植１か月後の
活着率（％）

n.s.

n.s.

-9-


